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論文の内容の要旨

アジアとオーストラリアで共通の果樹害虫であるモモノゴマダラノメイガ、 Conogethespunct.りをralis

(GUENEE) (チョウ目、ノメイガ亜科)の性フェロモンとして (E)-10働hexadecenal(EIO・16:Ald)とこの異性体

の 210-16: Aldの 2成分が報告され、合成フェロモン剤の実用化のための野外試験が実施されている。しか

し、合成フェロモン剤の効力が不十分であり、その理由解明と新剤の開発が望まれている。本研究では上記

2成分の再評価と効力不足の原因解明、さらに新たな未知成分の探索を行った。

最初に、室内嵐潟試験を用いて合成性フェロモン剤と雄性フェロモン線抽出物(以下:抽出物)との雄に

対する誘引活性の相違を行動反応面からの詳細に解析したところ、合成フェロモンでは刺激源に接近してか

ら後の反応が天然フェロモンに比べて有意に低いことが判明した。そこで、抽出物を極性画分と非極性画分

に分画し、それらの活性を比較した。非極性画分単独では誘引活性が全く認められないが、これを極性画分

と混合すると、近距離誘引活性(誘引源との接触と接触回数)が相乗的に有意に増加した。さらに、雌体表

ワックスとその非極性画分にも合成フェロモン剤に対して類似のの活性が確認された。フェロモン線と雌体

表の非極性画分の活性は用量依存的に増加した。また、雌体表ワックスの非極性画分は、線抽出物中のそれ

よりも有効薬量範囲が広かった。以上から、本種の性フェロモンシステムは、フェロモン線で生産されるア

ルデヒド成分と雌体表ワックス中の非極性成分から構成されており、後者は特に雄による雌認識の最終段階

において機能していると考えられた。

続いて、この棺乗効果を示す非極性画分中の活性成分の分離同定を行ったところ、有意な相乗効果は 3%

エーテル/ヘキサン(以下 EH)画分、 50%EH酒分に認められ、また両者の混合物の活性は単独よりも有

意に増加し、その活性の強さが非極性画分のそれに匹敵していたことから、活性成分は複数の不飽和炭化水

素であり、さらのそれらが相加的にアルデヒド成分に対して相乗効果を示すと結論した。次に、活性画分で

ある 3%EH画分と 50%EH函分の主成分を GC-MS分析、誘導体化法、さらに標品化合物との分析化学的諸

特性の比較を行い、前者からは 5種類のモノエン炭化水素 (29・23:HC.29・25:HC，29-27:HC， 29-29:HC， 29・
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31:HC)の存在を明らかにした。これらの炭化水素の合成品を用いた生物試験の結果から主な活性成分は Z9-

27HCであると結論した。また、これらの炭化水素成分の含有率と総量を雌性フェロモン腺抽出物と縦体表

ワックス抽出物で比較すると、いずれの成分の相対的含有比には差が無かったが、総量では体表ワックスで

前者の 25倍多いことを明らかにしたむ続いて、 50%EH画分の主成分の!司定を行い、 4種類のトリエン炭

化水素を同定し、そのうちの ZZZ-3.6.9-23:HCが向画分の主要な活性成分であることを明らかにした。さらに、

これらのトリエンとモノエン炭化水素の混合物はアルデヒド成分に対して柑加的に有意な相乗効果を示し

た。続いて、体表ワックス成分中の活性成分における性差および種特異性の有無を検証した。モモノゴマダ

ラノメイガ雄成虫の体表ワックス抽出物は相乗効果を示さなかったが、その無極性画分はアルデヒド成分に

対して有意な活性を示し、その函分中からもヒ記モノエン、ポリエン炭化水素が見出され、雄体表ワックス

には担害物質が存在すると考えられた。一方、 3種の異種昆虫の雌成虫の体表ワックス炭化水素画分につい

て相乗効果の有無を調べた結果、アワヨトウの体表ワックスにのみ相乗効果が認められ、体表炭化水素によ

る揮発性フェロモン成分の活性増加効果は他の昆虫種のフェロモンシステムにも存在する可能性が示唆され

た。

以上の結果から、モモノゴマダラノメイガの雌体表ワックスには、フェロモン腺から分泌放出されるアル

デヒド成分以外にそれらの活性を増強する新たな不飽和炭化水素成分が存在し、これらの不飽和炭化水素成

分は雄による雌への至近距離での定位と種の認識に機能していると結論した。低揮発性の体表不飽和炭化水

素類がフェロモン腺からの揮発性成分とともに性フェロモン成分として機能していることの発見はこれまで

に例がない知見である。また、野外でのアルデヒド製剤単独での雄に対する低い誘引活性の改善にこれらの

炭化水素成分が合成フェロモン剤に加えることが必要と考えられた。

審査の結果の要旨

本研究は、アジアとオーストラリアに共通した重要な果樹害虫であるモモノゴマダラノメイガのフェロモ

ンを用いた有効な防除管理のために必要な性フェロモンに関する化学生態学的研究である。既知成分から成

る既存フェロモン斉IJの効力不足の原因解明とそれを改善するための新規成分の探索を主成分のアルデヒド成

分に対する雄の行動反応を風洞試験により詳細に解析することで行った。その結果、アルデヒド成分に対す

る雄の反応を相乗的に増強する活性を有する新規成分として、雌の体表ワックスから複数の不飽和炭化水素

が分離問定された。雄成虫は雌がフェロモン線から特異的に分泌するアルデヒド成分に対して長距離から誘

引きれ、次に至近距離において雌の体表ワックス中の不飽和炭化水素類を感知することで正常な配偶行動が

解発されることを実験的に明らかにした。これらの成果は、チョウ目ではこれまでに類を見ない新しいタイ

プのフェロモンシステムの発見であるばかりでなく、同様のシステムが他の種にも存在する可能性を示した。

また、本研究で新たに同定された性フェロモンとしての炭化水素類を既存のアルデヒド成分に加えることに

より従来の製剤の効力を改善できる可能性を示唆した。これらの一連の研究成果は今後の見虫のフェロモン

に関する化学生態学的研究の発展、フェロモンによる害虫の行動指IJ御に基づく新しい防徐管理技術の開発に

重要な布石となる。

よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

496 


